
　

阿
蘇
く
じ
ゅ
う
の
春
は
、３
月
初
旬
の「
野

焼
き
」か
ら
始
ま
り
ま
す
。冬
の
枯
草
が
焼
か

れ
、一
面
黒
焦
げ
に
な
っ
た
草
原
が
や
が
て
芽

吹
き
、緑
色
に
変
わ
っ
て
い
く
様
に
は
自
然
の

力
強
さ
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。竹
田
市
久
住

を
拠
点
に
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
活
躍
を
見
せ

る
、「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」の
圧
倒
的
な
和
太

鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
体
感
で
き
る「
天
空

の
舞
台
」の
、２
０
２
３
年
シ
ー
ズ
ン
が
ス
タ
ー

ト
。３
月
18
日（
土
）〜
21
日（
火・祝
）は「
感

謝
祭
〜
春
の
宴
〜
」と
し
て
、特
別
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
。眼
前
に
広
が
る「
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
」の
絶
景
を
一
望
で
き
る
野
外
劇
場

Ｔ
Ａ
Ｏ
の
丘
で
の
ラ
イ
ブ
は
、一
見
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。極
上
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

を
体
感
し
な
が
ら
、早
春
の
阿
蘇
く
じ
ゅ
う

の
息
吹
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
２
、14
面
に
関
連
情
報
】

早
春
の
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
で

圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
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明
野
を
散
歩
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
に
明
野
の
新

し
い
魅
力
を
発
見
し
て
も
ら

う
「
好
き
っ
ち
ゃ
明
野
！
ま

ち
歩
き
カ
フ
ェ
」
が
２
月
11

日
、
あ
け
の
ア
ク
ロ
ス
タ
ウ

ン
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に

行
わ
れ
た
。

　

明
野
次
世
代
の
会
「
明

野
想
成
塾
」（
和
気
勇
一
代

表
）
が
主
催
。
明
野
の
ま
ち

や
名
所
旧
跡
を
巡
り
な
が

ら
、
明
野
の
歴
史
を
学
び
、

こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
い

う
も
の
。

　

6
回
目
と
な
る
今
回
は

小
学
生
16
人
を
含
む
40
人

が
参
加
。
３
部
構
成
で
、

最
初
に
明
治
時
代
の
明
治

村
誕
生
か
ら
明
野
開
拓
団
、

明
野
団
地
の
開
発
ま
で
の
明

野
の
歴
史
を
学
ん
だ
。
２

部
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
2
班
に
分
か
れ
て
想

成
塾
メ
ン
バ
ー
ら
と
一

緒
に
、
明
野
南
町
の
通

称
「
１
０
０
段
階
段
」

や
県
道
沿
い
に
あ
る
ト

ン
ネ
ル
跡
、
明
野
団
地

の
起
工
式
を
行
っ
た
付

近
に
あ
る
白
菊
会
館
、

天
然
塚
公
園
の
低
い
門

柱
、
明
野
緑
地
の
水
辺

な
ど
を
散
歩
探
検
。

ゴ
ー
ル
後
は
、
今
後
の

明
野
を
ど
う
し
た
い
か

を
話
し
合
っ
た
。

「好きっちゃ明野！まち歩きカフェ」開催

子どもたちが明野を探検
明野の歴史を学び、将来を考える機会に

園
　
「
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
、緑
と

花
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
に
し
た
、春
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
。庭
木
、庭
園
、草
花
、盆
栽
、果

樹
苗
木
な
ど
の
展
示
即
売
や
、草

花
の
種
子
無
料
配
布
な
ど
が
行

わ
れ
る
。期
間
中
は
、剪
定
講
習
会

や
緑
化
教
室
な
ど
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、樹
木
医
に
よ
る「
み

ど
り
の
相
談
所
」、家
族
や
友
人
と

作
成
す
る「
ふ
れ
あ
い
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
」、身
近
に
あ
る
石
な
ど
を

使
っ
た「
各
種
体
験
教
室
」な
ど
が

実
施
予
定
。問
い
合
わ
せ
＝
大
分

市
公
園
緑
地
課（
電
話
０
９
７・５

３
７・５
９
７
５
）。

　

■
別
府
八
湯
温
泉
ま
つ
り
＝

４
月
１
日（
土
）〜
３
日（
月
）※

３

月
31
日（
金
）は
前
夜
祭

　

場
所
：
別
府
市
内
各
所

　

別
府
八
湯
の
豊
か
な
温
泉
の
恵

み
に
感
謝
す
る
お
祭
り
。期
間
中

は
市
内
の
多
く
の
共
同
温
泉
が
無

料
開
放
さ
れ
、商
店
街
に
は
温
泉

神
社
の
神
輿
が
繰
り
出
し
、神
輿

に
温
泉
を
か
け
る
。大
平
山
で
は

扇
山
火
ま
つ
り
の
炎
が
別
府
の
夕

空
を
焦
が
す
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
。問
い
合

わ
せ
＝
実
行
委
員
会
事
務
局（
電

話
０
９
７
７・２
４・２
８
２
８
）。

　

■
高
崎
山
自
然
動
物
園
70
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
＝
毎
週
土
曜

開
催
中

　

場
所
：
大
分
市
高
崎
山
自
然

動
物
園
サ
ル
寄
せ
場

　

今
年
３
月
に
70
周
年
を
迎
え

る
高
崎
山
自
然
動
物
園
で
、毎
週

土
曜
に
お
サ
ル
と
一
緒
に
記
念
撮

影
や
子
ど
も
〇×

ク
イ
ズ
大
会

な
ど
、日
替
わ
り
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。ま
た
、３
月
26
日（
日
）に
は
記

念
式
典
を
開
催
予
定
。問
い
合
わ

せ
＝
高
崎
山
管
理
セ
ン
タ
ー（
電

話
０
９
７・５
３
２・５
０
１
０
）。

　

■
関
あ
じ・関
さ
ば
ま
つ
り
＝

３
月
11
日（
土
）

　

場
所
：
大
分
市
佐
賀
関
、県
漁

協
佐
賀
関
支
店
水
産
物
荷
捌
施

設
周
辺

　

全
国
ブ
ラ
ン
ド
の「
関
あ
じ・関

さ
ば
」を
安
価
で
味
わ
え
る
ほ
か
、

旬
の
ク
ロ
メ
を
は
じ
め
と
す
る
佐

賀
関
地
区
の
農・海
産
物
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
や
、活
魚
販
売
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
。問
い
合
わ

せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
が
の
せ
き
ま
ち
づ

く
り
協
議
会(

電
話
０
９
７・５
７

５・２
０
０
０)

。

　

■
お
お
い
た
人
と
み
ど
り
ふ

れ
あ
い
い
ち
＝
３
月
21
日（
火
・

祝
）〜
５
月
７
日（
日
）

　

場
所
：
大
分
市
平
和
市
民
公

注
目
の
ニ
ュ
ー
ス

別府扇山火まつり

おおいた人とみどりふれあいいち

大
分・別
府 

春
のお
出
か
け
情
報

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て

　

３
月
１
日
（
水
）
〜
７
日

（
火
）
は
、
全
国
一
斉
に
「
春

季
火
災
予
防
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
大
分
市
消
防

局
で
は
「
た
き
火
火
災
の
減

少
」
を
重
点
項
目
と
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

例
年
、
大
分
市
内
で
発
生

す
る
火
災
の
原
因
で
最
も
多

い
の
は
、
ご
み
焼
却
や
枯
草

焼
き
か
ら
発
生
す
る
「
た
き

火
火
災
」
で
、
昨
年
も
全
体

に
占
め
る
割
合
が
約
21
％
で

し
た
。

　

た
き
火
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
３
点
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。①
気
象
状
況
に

注
意
す
る
＝
乾
燥
注
意
報

が
出
て
い
た
り
、
風
の
強
い

日
は
た
き
火
を
控
え
ま
し
ょ

う
。②
少
し
ず
つ
燃
や
す
＝
一

度
に
多
く
燃
や
す
と
炎
の
制

御
が
で
き
ず
、
火
災
に
な
る

可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。③
い
つ
で
も
消
火
で

き
る
準
備
を
す
る
＝
必

ず
ホ
ー
ス
や
バ
ケ
ツ
を

用
意
し
、い
つ
で
も
消

火
で
き
る
態
勢
を
整
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

火
の
回
り
は
思
っ
て

い
る
以
上
に
早
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
自
身

で
消
火
で
き
な
い
と

思
っ
た
場
合
は
、
躊
躇

せ
ず
に
１
１
９
番
通
報

し
ま
し
ょ
う
。
情
報
提

供
＝
大
分
市
消
防
局

予
防
課
。

「お出かけは マスク 戸締り 火の用心」
3月1日から春季火災予防運動
火災原因第1位「たき火火災」に注意を

◆
必
勝
祈
願
の
「
勝
負
」

バス
停

　

今
回
向
か
う
明
治
地
区

の
葛
木
、
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教

公
園
の
近
く
に
「
勝
負
」
と

表
示
し
た
バ
ス
停
が
あ
り
ま

す
。大
分
バ
ス
が
、
縁
起
を

担
ぐ
合
格
祈
願
の
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
と
し
て
「
乗
越
」
や

「
皆
春
」と
一
緒
に「
勝
負
」を

販
売
し
、受
験
生
や
家
族
に

好
評
の
よ
う
で
す
。

　

バ
ス
停
は
地
名
を
表
示

し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
す

が
、「
勝
負
」と
い
う
地
名
は

明
治
地
区
に
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。ど
う
い
う
経
緯
で

「
勝
負
」
が
バ
ス
停
名
に
な
っ

た
の
か
、
あ
れ
こ
れ
近
隣
の

人
に
尋
ね
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
横
溝
正
史
の

小
説
「
獄
門
島
」
に
使
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
怖
い
バ
ス
停

名
（
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
に
因

ん
だ
も
の
）
だ
っ
た
そ
う
で

す
。そ
れ
を「
バ
ス
停
名
や
地

域
環
境
か
ら
し
て
相
応
し

く
な
い
」
と
、
30
数
年
前
に

現
在
の
名
前
に
変
更
さ
れ

た
よ
う
で
す
。

　

明
治
22
年
、
明
治
村
が

誕
生
す
る
も
っ
と
以
前
、
幕

藩
時
代
の
葛
木
地
区
は
延

岡
藩
、
臼
杵
藩
、
岡
藩
の
三

つ
の
藩
が
入
り
組
み
、
複
雑

だ
っ
た
よ
う
で
す（
大
分
県

地
名
辞
典
よ
り
）。

　

現
在
の
葛
木
地
区
の
ほ

ぼ
中
央
に
あ
る
「
鉾
神
社
」

が
村
社
と
な
っ
た
の
は
、
明

治
４
年
と
明
治
村
史
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。鉾
神
社
の

周
辺
に
は
、地
蔵
尊
や
石
造

物
が
い
く
つ
か
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
が
、一つ
の
地
蔵
尊
の

横
に
、命
名「
御
狩
場
地
蔵
」

と
彫
り
込
ん
で
あ
る
石
碑

が
気
に
か
か
り
ま
し
た
。

「
御
狩
場
」と
言
え
ば
、地
域

の
当
主
が
家
来
を
連
れ
て

狩
り
を
楽
し
み
、
そ
の
場
で

焼
い
て
食
べ
た
場
所
と
聞
か

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

歴
史
ロ
マ
ン
の
地
が
葛
木
に

残
っ
て
い
る
と
は
？　

ま
た
、

そ
の
御
狩
場
の
地
蔵
と
は

ど
ん
な
謂
れ
が
あ
る
の
か
、

も
っ
と
深
掘
り
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
残
念

な
が
ら
そ
こ
ま
で
は
た
ど
り

着
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
葛
木
地
区
に

は
、
こ
こ
以
外
に
も
数
多
く

の
お
地
蔵
さ
ん
が
今
も
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。弘
法
大
師

の
命
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お

地
蔵
さ
ん
ご
と
に
お
接
待

を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
を
含

む
懇
親
行
事
を
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。こ
の
地
も
民
衆

信
仰
の
流
れ
が
現
代
風
に

続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

葛木地区の「勝負」バス停

⑥
…
葛
木
・
御
狩
場
地
蔵

イラスト/広田美茶子
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明
野
地
区
に
は
芸
能
団

体
が
数
多
く
あ
り
、こ
こ

数
年
は
コロ
ナ
禍
で
鈍った

と
は
い
え
、こ
れ
ま
で
教
室

や
公
民
館
な
ど
で
積
極
的

に
活
動
し
て
き
た
。
活
動

の
１
年
の
集
大
成
と
な
る
の

が
、
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ

て
い
る
明
野
地
区
芸
能
祭

だ
。
そ
の
出
演
常
連
の一つ

が
、
薩
来
教
子
（
吾
妻
栄

優
）さ
ん
が
代
表
を
務
め

る
民
謡
教
室
「
栄
優
会
」。

　
薩
来
さ
ん
は
北
海
道
出

身
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
お

祭
り
な
ど
で
民
謡
を
見
る

の
が
好
き
で
、
特
に
東
北

民
謡
に
強
い
憧
れ
を
持って

い
た
と
い
う
。
結
婚
後
、

夫
の
正
明
さ
ん
が
新
日
鐵

大
分
製
鐵
所
の
立
ち
上
げ

の
た
め
転
勤
と
な
り
、
昭

和
45
年
に
室
蘭
か
ら
大
分

へ。
明
野
元
町
を
経
て
、
現

在
は
明
野
日
の
出
で
暮
ら

し
ている
。

　
民
謡
は
大
分
に
来
て
か

ら
本
格
的
に
習
い
始
め
、

平
成
６
年
か
ら
は
大
好
き

な
東
北
民
謡
を
習
い
た
い

と
、
吾
妻
流
の
吾
妻
栄
二

郎
さ
ん（
故
人
）に
師
事
。

吾
妻
流
の
師
範
と
な
り
、

平
成
14
年
に
自
宅
で
民
謡

教
室
を
開
講
。
唄
や
三
味

線
、
尺
八
を
指
導
し
て
い

る
。こ
れ
ま
で
に
、
教
室
生

ら
と
共
に
明
野
地
区
芸
能

祭
の
ほ
か
、
国
民
文
化
祭

や
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２

０
２
２
大
分
県
連
携
事
業

「
民
謡
ふ
る
里
の
唄
景
色
」

な
ど
に
出
演
し
て
き
た
。

　
さ
ら
に
、
夫
の
正
明
さ

ん
が
代
表
を
務
め
る「
お

お
い
た
民
謡
愛
好
会
明
野

く
ら
ぶ
」
名
義
で
、
市
内

外
の
高
齢
者
施
設
を
中
心

に
慰
問
公
演
な
ど
ボ
ラ
ン

ティア
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。こ
れ
に
は
元
々
音

楽
好
き
の
正
明
さ
ん
が
新

日
鐵
を
退
職
後
、
尺
八
を

習って
薩
来
さ
ん
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
。「
コ
ロ
ナ
禍
が

好
転
し
た
ら
、
ま
た
ボ
ラ

ン
ティ
ア
に
行
って
皆
さ
ん

の
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
。
そ

れ
ま
で
頑
張
り
た
い
」と

薩
来
さ
ん
。
今
は
秋
に
予

定
さ
れ
て
い
る
芸
能
祭
に

向
け
て
、
教
室
生
ら
を
しっ

か
り
指
導
す
る
日
々
だ
と

い
う
。

栄優会 指導・代表
薩来 教子 さん

夫
や
教
室
生
ら
と
行
う
慰
問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
再
開
を
熱
望

明野の
世話役さん

第 34 回

会
か
ら
切
り
離
し
、
付
帯
事
項

と
し
て
、
保
存
会
活
動
を
拡
充

し
、
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
、
新
た
な
地
域
事

情
に
対
応
す
る
た
め
、
分
野
ご

と
に
具
体
化
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
る
。

　
今
回
の
答
申
を
地
域
全
体
が

議
論
し
、
折
り
合
い
をつ
け
て
行

動
に
移
す
こ
と
が
、
明
野
地
域

を
一体
と
し
て
活
性
化
し
着
実
に

転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

の
時
期
、
自
治
組
織
・
各
団
体

の
リ
ー
ダ
ー
に
課
せ
ら
れ
た
重
要

な
責
務
は
、
構
想
実
現
に
向
け

た
機
運
醸
成
と
具
体
化
へ
の
組

織
活
動
で
あ
る
。
住
民
も
刮
目

し
期
待
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
大
分
市
と

折
衝
し
て
き
た
明
野
の
重
要
課

題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
４
月
、
大

分
市
長
が
交
代
す
る
の
で
取
り

扱
い
が
懸
念
さ
れ
る
。
し
か
し

約
８
年
間
、一貫
し
て
折
衝
し
て

き
た
「
明
野
支
所
を
核
施
設
と

す
る
複
合
型
施
設
」
の
建
設
は
、

明
野
地
区
活
性
化
の
基
本
施
設

で
あ
る
。
そ
の
活
用
に
よ
って
明

野
の
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の

増
加
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
折
衝
の
中
で
必
要

性
につ
い
て
は
、
共
通
認
識
が
で

き
て
い
る
。
お
互
い
知
恵
を
出
し

合
い
、
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
新
し
い
市
長
に
な
っ

て
も
、
長
年
積
み
上
げ
て
き
た

住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
を
揺

る
が
せ
て
は
な
ら
な
い
。
新
市
長

に
は
、
引
き
継
ぎ
事
項
と
し
て

課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

　
明
野
地
区
で
は
、
団
地
開
発

50
周
年
（
２
０
１
６
年
）
を
境

に
、
全
般
的
な
転
換
期
に
さ
し

か
か
って
い
る
と
の
認
識
で
、「
明

野
創
生
ビ
ジョ
ン
」
を
策
定
し
、

明
野
地
域
の
あ
る
べ
き
将
来
構

想
を
打
ち
出
し
、
自
治
組
織
そ

れ
ぞ
れ
で
諸
施
策
を
模
索
し
て

き
た
。
一
方
、
住
民
の
総
意
で
、

大
き
な
課
題
に
つ
い
て
市
当
局

に
も
要
望
し
、
実
現
に
努
め
て

き
た
。

　
そ
の
過
程
で
、
コロ
ナ
禍
に
よ

り
生
活
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
、

地
域
の
活
性
化
を
担
う
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
事
業
は
軒
並

み
変
更
、
縮
小
、
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
き
た
。

　
明
野
地
区
で
は
、
そ
う
し
た

事
情
を
踏
ま
え
、ウ
イ
ズ
コロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、

新
た
な
活
性
化
構
想
の
構
築
に

向
か
っ
て
二
つ
の
検
討
委
員
会

（
祭
り
、ス
ポ
ー
ツ
）を
設
置
し
、、

「
継
承
・
発
展
」
の
基
本
原
則
の

も
と
１
年
近
く
議
論
を
進
め
て

き
た
。

　
別
途
、「
明
野
音
頭
保
存
会
」

につい
て
は
、
まつ
り
検
討
委
員

第73回
文/明野曽呂利

明
野
活
性
化
指
針・二
つ
の
答
申明野地区自治会連合会に提出されたスポーツ、明

野まつり、明野音頭に関する答申書

連 載

新
市
長
へ
引
き
継
ぎ
事
項
！

　

大
分
市
主
催
の
第

24
回
シ
ニ
ア
校
区
・

地
区
対
抗
卓
球
大
会

が
12
月
18
日
、
サ
イ

ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
コ
ダ
マ

大
洲
ア
リ
ー
ナ
で
あ

り
、
明
野
地
区
チ
ー

ム
が
優
勝
し
た
。

　

市
内
の
校
区
・
地

区
（
複
数
校
区
の
連

合
）
か
ら
、
50
歳
以

上
の
男
女
で
編
成
さ

れ
た
32
チ
ー
ム
が
参

加
。
実
力
別
に
Ａ・Ｂ

各
16
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
、
４
チ
ー
ム
ず
つ

の
総
当
た
り
戦
で
予

選
を
行
い
、各
4
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
へ
。

　

明
野
地
区
チ
ー
ム

は
監
督
を
含
め
7
人

が
参
加
。
メ
ン
バ
ー
は

通
常
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
ク
ラ
ブ
や
チ
ー
ム
で

活
動
し
て
い
る
が
、こ

の
日
は
息
が
ピ
ッ
タ
リ

合
っ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
見
せ
、
決
勝

で
は
強
豪
の
滝
尾
地

区
Ａ
チ
ー
ム
を
破
っ

て
、
第
１
回
大
会
以

来
と
な
る
優
勝
を
飾
っ

た
。
３
位
は
大
在
地

区
Ａ
、
金
池
校
区
Ａ

だ
っ
た
。

第24回大分市シニア校区・地区対抗卓球大会
明野地区チームが第1回以来の優勝
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ベツダイのマンション管理
宅建業免許／国土交通大臣（2）第008565号 建設業許可／国土交通大臣免許（特-1）第25328号 一級建築士事務所 大分県知事許可22S-13264号

（公社）全日本不動産協会会員 （一社）九州不動産公正取引協議会加盟 マンション管理業／国土交通大臣(4)第092959号 賃貸住宅管理業者／国土交通大臣(2)第0001295号

TEL.097-533-2471
大分市向原東2丁目2-30　9：00～18：00（年末年始、夏季休業あり）株式会社ベツダイ 分譲管理部

現在のマンション管理会社に不満はありませんか？ 地域密着60年・大分のマンションのことなら「ベツダイ」へ。
マンションの施工から管理まで、トータルサポートの実績を多く持つ当社が、組合員さまの疑問にしっかりとお答えします。

マンション管理 無料相談会 受付中マンション管理 無料相談会 受付中
秘密厳守

完全予約制

共用部分が
汚い

管理費の明細が
不明瞭

管理会社の
対応が遅い

管理人に
不満がある

見直したいけれど
専門知識がない

マ
ン
シ
ョ
ン
の

　
マン
シ
ョン
管
理
人
と
は
、住
民
が
安
心
し
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
管
理
や
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
人
で
す
。一
般
的
に
は
管
理
会
社
に
所
属
し
、管
理

す
る
マン
ション
に
派
遣
さ
れ
実
務
を
担
い
ま
す
。代
表
的

な
業
務
内
容
は
マン
ション
の
点
検
、清
掃
、業
者
に
よ
る

設
備
点
検
の
立
ち
合
い
な
ど
。こ
の
ほ
か
、入
居
者
か
ら

の
相
談
や
苦
情
の
受
け
付
け
も
マン
シ
ョン
管
理
人
が
行

って
い
ま
す
。受
け
付
け
た
内
容
は
管
理
会
社
に
報
告
す

る
な
ど
、入
居
者
と
管
理
会
社
を
つ
な
ぐ
役
割
で
す
。

　
フ
ロン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
管
理
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
、

分
譲
マン
ション
の
住
民
で
構
成
さ
れ
る
管
理
組
合
の
運

営
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。管
理
会
社
と
管
理
組
合
の

間
に
フ
ロ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
存
在
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
、

管
理
人
業
務
と
兼
務
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。マ
ン
シ
ョン
の
運
営
は
専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
た

め
、管
理
組
合
の
人
が
自
ら
管
理
す
る
の
は
難
し
い
の
が

実
情
で
す
。そ
の
た
め
管
理
会
社
に
委
託
し
て
、建
物
の

維
持
や
管
理
を
行
い
ま
す
。一
方
で
管
理
組
合
が
直
接

管
理
会
社
と
や
り
取
り
を
す
る
の
は
、現
状
の
把
握
な

ど
難
し
い
点
が
多
々
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
マ
ン
シ
ョン
に

配
置
さ
れ
た
フ
ロ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
窓
口
と
な
っ
て
、

両
者
間
の
や
り
取
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。フ
ロン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
管
理
人
の
上
長
で
も

あ
り
、管
理
人
を
育
成
、監
督
す
る
こ
と
も
重
要
な
仕

事
で
す
。

A 不
動
産
総
合
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
し
て
の
実
績
が
あ
る

「
ベ
ツ
ダ
イ
」だ
か
ら
こ
そ
、マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

あ
ら
ゆ
る
お
困
り
ご
と
に
対
応
で
き
ま
す
。

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
に

建
物
を
大
切
に
守
っ
て
い
ま
す
。

マンション入居者の
Hさん夫婦

（55歳・58歳） 

case.17

か
か
り
つ
け
医Q
A&

管
理
人
と

フ
ロ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

違
い
と
は
？

Q

案内人

第二十二話

　

府
内
町
は
大
分
で
は
最
先
端
の
街
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
J
R
大
分
駅
よ

り
も
早
く
再
開
発
さ
れ
、
お
店
も
多
く
、

常
に
賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
最
近
は
、

中
央
町
の
方
が
元
気
だ
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
多
く
、
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
以
降
は
人
通
り

も
減
少
し
、
閉
店
が
目
立
つ
の
も
残
念

で
す
。

　

花
業
界
で
も
卒
業
式
や
送
別
会
な

ど
、
花
が
欠
か
せ
な
い
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
が
相
次
ぎ
、
影
響
は
小
さ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
当
店
は
、
戦
時
中
も

営
業
し
続
け
て
き
た
店
で
す
。
社
会
が

ど
ん
な
に
辛
い
状
況
で
も
、「
お
花
を
贈

り
た
い
」と
い
う
思
い
が
あ
る
限
り
、
府

内
町
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

戦
火
を
く
ぐ
り
ぬ
け
繋
い
だ
バ
ト
ン

受
け
継
ぐ
４
代
目
の
思
い

大
分
マ
ー
ト
で
開
業

高
い
技
術
で
時
代
を
先
取
り

　

大
正
14
年
、
初
代
安
達
日
吉
が
中
央

町
の
大
分
マ
ー
ト
で
開
業
し
ま
し
た
。
当

時
花
を
売
る
と
い
え
ば
、
リ
ヤ
カ
ー
で
の

振
り
売
り
が
当
た
り
前
の
時
代
。
店
舗
を

構
え
る
こ
と
に
反
対
も
多
かっ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
そ
の
後
も
、
長
浜
町
に
大
分
花
市

場
を
開
場
し
、
花
の
取
引
方
法
に
変
革

を
も
た
ら
す
な
ど
先
見
の
明
の
あ
る
人
物

で
し
た
。
当
時
は
珍
し
い
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
も
手
掛
け
て
お
り
、「
立
て
つ
け
」

の
商
品
名
で
竹
筒
を
花
器
に
し
て
飾
り
付

け
た
も
の
を
販
売
。
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

「
お
花
で
時
代
を
切
り
開
く
」

新井 哲生さん
あらい

安達日香園
代表取締役社長

てつお

スポット

大分市府内町1-4-9
日香園本店ビル

TEL.097-532-4065

安達日香園

1976年、大分市府内町
生まれ。京都で修業の後
2020年より代表就任、
4代目となる。趣味は登
山と旅行。学生時代はバ
ックパッカーとして世界
中を旅した経験を持つ。

↑装飾の研究のため東京まで足を運ぶなど、勉強熱心な一面も。
写真は1964年の東京オリンピックの様子

　

府
内
町
に
移
転
し
た
の
は
、
２
代
目
直

芳
の
時
で
す
。
戦
争
で
大
分
マ
ー
ト
の
店
を

焼
失
。一
旦
滝
尾
で
の
疎
開
を
経
て
、
市

内
中
心
部
に
戻
って
き
ま
し
た
。
オ
ー
ト
バ

イ
を
導
入
し
た
の
も
こ
の
頃
で
、
自
転
車

を
活
用
し
て
い
た
他
の
店
舗
に
先
駆
け
、

販
路
を
県
内
全
域
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
３
代
目
の
民
生
の
時
に
自
社

ビル
を
持
ち
、
個
人
商
店
が
ほ
と
ん
ど
の
業

界
の
中
で
、
い
ち
早
く
会
社
化
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
４
代
目
の
私
も
祖
先
に
負
け

な
い
よ
う
、
I
T
化
を
進
め
る
な
ど
新
し
い

挑
戦
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

コロ
ナ
で
受
け
た
大
き
な
打
撃

府
内
町
で
頑
張
り
続
け
る
決
意

↑卒業式シーズンと言えば「桜」。最近では
切り花も広く流通

↑長浜町で立ち上げた大分花市場。最前列右から8人目が初代日吉。
上段右から4人目が2代目直芳

↑大分市滝尾で営業していた時の一
枚。当時は珍しいオートバイでの配達

第744号 令和5年3月1日  ［4］



第744号［5］  令和5年3月1日



3月 22日
（水）

21日
（祝）

20日
（月）

第744号 令和5年3月1日  ［6］



大分市坂ノ市・日吉原レジャープールそば

たくさんの方にご来場いただいております！

第744号［7］  令和5年3月1日



非常に悩ましい質問です。年
収や目的にもよりますが、老
後の資金が目的であれば、
個人型確定拠出年金である
「iDeCo（イデコ）」を優先し
た方が良いと思います。

新NISAとiDeCo、
どちらが優先？

頭金はあるに越し
たことはありませ
ん。現在は「住宅
ローン控除」と
いう税制優遇が
あるので、そちら
の活用も賢い選
択です。

住宅購入は、
頭金を貯めてから？

住宅購入

一般的に繰り上げ返済は、
早ければ早いほど効果はあ
りますが、住宅ローン控除
の期間は、無理に返済す
る必要はないと思います。
また、そのタイミングでお子
さんの教育費などにお
金がかかる場合を考える
必要があります。

繰り上げ返済は
早い方がいい？

住宅
ローン

新NISAはやらない手
はありません。ぜひこ
の機会にNISAを知っ
て利用してみましょう。
ただ、運用にはリスク
もあり、貯金が十分で
老後の不安がないの
であれば、利用しない
選択もありです。

新NISAはオススメ？
NISA

保険に対する考え方は人それぞれ違いますが、「心配だ
から」「不安だから」だけの理由で入るのは良くありませ
ん。国や会社の制度に加え、リスクに対してどこまで準
備するか。ご自身の考えを反映させることが大切です。

今入っている保険で十分？
保険

資産形成におすすめの税制優遇制度「NISA（少額投資非課税制度）」が見直され、
令和6年（2024年）から新NISA制度が始まる予定です。

今回のマネー特集は、お金のプロである
「住まいとおかねの相談所」の梶原亮太さんに、

新NISAを中心とした気になるお金のあれこれについて
答えていただきました。住まいとおかねの相談所

ファイナンシャルプランナー
梶原 亮太さん

投資は原則、「早く・多く」が効果的で
す。年間最大投資額360万円ですの
で、最短5年で生涯投資枠1800万
円に到達します。これから投資を始
める方は、“全世界”から始めましょ
う。ただしやりすぎは禁物です。投資金額が大きくな
るとリスクヘッジが必要ですので、専門家に相談して
ご自身に合った資産分散で運用してください。投資は
今の生活を楽しみながらやっていきましょう。

新NISAを
効率よく使うには？

NISA

賢く暮ら
す

ためのお金Q&A

特徴的な部分を簡単にまとめると
①年間投資上限額が大幅増（120万円→360万円）、
②途中売却で投資枠が復活、
③非課税期間が最小5年間から無期限になる予定
です。また、成人年齢の引き下げにより、対象が18歳
以上となりました。新NISAは全員ゼロからのスター
トとなります。すでに一般NISAを利用している方は、
ロールオーバーができなくなるので注意が必要です。

新NISAは何が変わる？
NISA

お金の知識を
つけましょう！

いろいろ教えてほしいです

2024年スタート「新NISA制度」のポイント

※新NISA制度については、現在確認できている情報をもとに回答しています。

NISAは税金がお得になる国の制度で、簡単に言うと
課税概念がない口座です。少額からの投資を行う
「一般NISA」と、少額からの長期・積立・分散投資を
行う「つみたてNISA」があり、どちらか一方を選択し
て利用できます。また、未成年が利用できる「ジュニ
アNISA」もあります。運用益に対して非課税とい
う、私たちにとって重宝すべき制度です。

そもそもNISAとは？
NISA

一般 つみたて ジュニア

老後資金を貯めるのに
どれが最適か、よく考えよう

年齢や

家族構成に
よって

必要な保険
も変わる

ため、定期
的に

見直しを
10面に
関連情報

iDeCo＆NISA確定拠出年金セミナー
受講者募集住宅ローンセミナー

住宅ローン
セミナー

iDeCo＆NISA
セミナー

個別塾なので
安心!!

コロナ対策も
万全!!

最長
20年まで
ご融資可能

だいしん

住宅ローン
自宅の購入資金・リフォーム資金、
住宅ローンの借換えなど
住宅資金全般に
ご利用いただけます。

https://www.shinkin.co.jp/oitashinkin/

最高1,000万円までご融資可能!
担保・保証人も不要ですので、お気軽にご利用ください。

（変動金利・保証料込み）

年1.80%特別金利

詳しくは、お近くのだいしん窓口または、
得意先担当者へ

月～金曜日 AM9:00～PM5:00
（土・日・祝祭日を除く）

2023年3月1日現在

詳細
お申し込みは
コチラ

無担保
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ananのエッセイ

第17回

「心と体を整える」

毎日を大切にするananが
“もの”について語ります

セッションプログラム
・瞑想教室
・呼吸法教室
・アロマ教室
問い合わせ先

リプル TEL.097-576-7225

ananからのご招待

　
「
心
と
体
を
整
え
る
」シ
リ

ー
ズ
の
最
終
回
は
、「
脳
を

含
む
全
身
を
整
え
る
」で
す
。

　

人
は
無
意
識
の
う
ち
に

〝
考
え
る
〞生
き
物
で
す
。
そ

こ
で
、
考
え
す
ぎ
て
疲
れ
た

脳
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュで
き
る
瞑

想
と
呼
吸
法
を
、「
デ
ン・グ

リ
デ
ン
」の
曲
流
宇
南
さ
ん
が

伝
授
し
ま
す
。
瞑
想
は
、
脳

科
学
や
生
理
学
を
基
盤
と
し

た
、
誰
で
も
す
ぐ
実
践
で
き

る
心
の
世
界
への
ガ
イ
ド
で
す
。

　

例
え
ば
目
を
瞑
り
、
自
分

の
呼
吸
に
意
識
を
向
け
、
膨

ら
ん
だ
り
な
だ
ら
か
に
解
放

さ
れ
て
い
く
身
体
や
呼
吸
の

音
を
意
識
し
、
20
呼
吸
ほ
ど

繰
り
返
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り

と
目
を
開
く
と
頭
の
中
が
す

っ
き
り
と
ク
リ
ア
に
な
り
、
視

野
が
広
が
り
ま
す
。

　
シ
ン
プ
ル
な
瞑
想
法
を
学

び
続
け
て
い
く
と
、
同
じ
パ

タ
ー
ン
の
中
で
答
え
を
出
し

が
ち
な
思
考
が
柔
軟
性
の
あ

る
優
し
い
も
の
に
変
わ
り
、

魅
力
的
な
人
に
な
れ
ま
す
。

　

忙
し
い
毎
日
の
中
で
少
し

の
時
間
を
取
り
、
落
ち
着
い

て
座
っ
て
瞑
想
を
し
な
が
ら
、

呼
吸
を
見
つ
め
て
、
自
分
の

中
の
自
分
と
対
話
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

講師／曲 流宇南（マガリ ルウナ）
1964年東京生まれ。2021年秋、
東京から大分へ移住。10代でアロ
マテラピーに出会い、生業とする。
20歳の頃インドで瞑想の師に出会
い、人生が一変。以降、必要な人に
このテクニックを伝えることを大切
に思っています。

　

万
一の
事
故
の
際
は
、専
用
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
専
用
安
否
確

認
デ
ス
ク
に
つ
な
が
る
か
ら
安
心
。

オ
ペ
レ
ー
タ
が
あ
な
た
に
連
絡
し
、

事
故
対
応
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
事
故

の
映
像
を
し
っ
か
り
記
録
し
て
、あ

な
た
の
運
転
を「
見
守
る
」味
方
に
。

　

事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
運
転
を

注
意
喚
起
す
る「
安
全
運
転
支
援
ア

ラ
ー
ト
」、運
転
傾
向
を
分
析・ア
ド

バ
イ
ス
す
る「
運
転
診
断
レ
ポ
ー

ト
」、毎
月
の
運
転
状
況
や
事
故
緊

急
自
動
通
報
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
結

果
等
を
家
族
等
に
お
知
ら
せ
す
る

「
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
運
転
を
し
っ
か
り
見
守

る
三
井
住
友
海
上
の
専
用
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
、安
心
の
カ
ー
ラ
イ

フ
を
送
り
ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
事
故
は
、ど
ん
な
に
気
を

付
け
て
い
て
も
、相
手
の
運
転
に
よ
っ

て
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ
う
し
た
と
き
、事
故
の
瞬
間
や

周
囲
の
状
況
を
覚
え
て
い
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、覚
え
て
い
て
も
、

事
故
の
相
手
と
意
見
が
食
い
違
っ

て
、納
得
で
き
る
事
故
の
解
決
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

三
井
住
友
海
上
の「
Ｇ
Ｋ
見
守

る
ク
ル
マ
の
保
険（
ド
ラ
レ
コ

型
）」は
、通
信
機
能
付
き
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

自
動
車
保
険
で
す
。専
用
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
が
運
転
を
見
守
っ
て
、

安
心
を
お
届

け
し
ま
す
。

三井住友海上の

〒870-0036 大分県大分市寿町11番22号
TEL 097-537-3700 FAX 097-537-3701 MAIL info@msoc.jp

休
9:00～17:00
土・日・祝 年末年始

事
故
緊
急
自
動
通
報
サ
ー
ビ
ス

安
全
運
転
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

３
つ
の
サ
ー
ビ
ス

高
品
質
な
録
画
機
能
で

安
心・納
得
の
事
故
対
応
を

営

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
で
見
守
る
安
全
運
転

動
画
は

コ
チ
ラ
か
ら

大分支店

大分市花園2-11-42
097-567-8910

097-549-3300
タクシードライバー募集

変化と不変

月15日休み・平均月収23万円 学歴不問 未経験OK 研修制度

採用担当：佐久間

コロナ禍という突然の危機的状況に立ち向かう
ために「&タクシーグループ」を発足。指令業務
や労務管理などで同業4社と協力し、業界自体
がプラスに変化しています。その中で、お客さまか
らは「ふたばさんに乗車できてよかった」とのお声
をいただくことが増えました。「会社に関わるすべ
ての人を幸せに」という志は変えず、大切にしてい
きたいです。

営業推進課 課長  佐久間 朋一
大分市タクシー協会主催サービスコンテスト優勝

　亡きあとに遺った財産を相続人
以外のNPO法人や公益団体に贈り、
社会のために役立ててもらう「遺贈
寄付」（いぞうきふ）。人生で使いき
れなかったお金から寄付するため、
「お金の余裕がない」「老後資金が
心配」といった懸念がないのが特徴
です。遺贈の方法には①遺言②相続
財産③信託④生命保険があります。
　寄付というと「お金持ちの話」と考
えられるかも知れませんが、子ども
食堂や社会的養護のアフターケア、
環境保全など、多くの団体が少額か
ら受け付けています。2021年度、相
続人がいないなどの理由で国庫に
入った財産額は、647億円と過去最
高でした。身寄りのない「おひとり
様」の増加などを背景に、行き場の
ない財産は10年前の倍近くに増え

ているそうです。
　自分が暮らす地域に、支援を必要
としている人々がいることを知り、
「人生の集大成として寄付したい」と
いう方は多いです。最後のお金の使
い方で「その人らしさ」や「自分の生
き様」が表現でき、かけがえのない
「生きた証」を残すことにもなります。
単に財産の承継だけではなく、「自ら
の想いを未来の社会や子孫に託せ
る」のが、注目されている理由です。
　みんなの後見センターでは、この
「優しさと思いやりの循環」を広める
お手伝いをしています。「お元気な
うちから自己決定しておく任意後
見」と「自分の夢とみんなの夢をか
なえる遺贈寄付」を通して、ウェルビ
ーイング（しあわせ）な地域にしてい
きましょう！

想いを託す遺贈寄付第8回

住まいとおかねの相談所
マネージャー

清水 裕一朗
各種セミナー開催中

　

今
年
の
注
目
は
や
は
り
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

で
し
ょ
う
か
。昨
年
12
月
の
税
制
大
綱

で
発
表
さ
れ
た
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
、

色
々
な
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

中
心
に
出
て
い
ま
す
が
、ま
だ
制
度
と

し
て
確
定
は
し
て
い
ま
せ
ん
。た
だ
、公

開
さ
れ
て
い
る
情
報
を
総
括
す
る
と
、

今
回
の
改
正
は
私
た
ち
に
と
っ
て
非
常

に
有
益
な
改
正
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

２
０
２
４
年
か
ら
、こ
の
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
に
取
り
組
む
人
が
多
く
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
し
で
す
。今
年
は
そ
の
準
備

期
間
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、ス
タ
ー
ト

ダ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
し
っ
か
り
投
資
に
つ

い
て
学
び
、ご
自
身
に
合
っ
た
投
資
方

法
、投
資
額
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

投
資
の
原
則
は
長
期
分
散
積
立
投

資
で
す
。時
間
を
か
け
て
コ
ツ
コ
ツ
と

お
金
に
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
な

の
で
す
が
、投
資
を
始
め
る
と
す
ぐ
に

結
果
が
出
て
ほ
し
く
な
る
、値
動
き
と

同
じ
よ
う
に
気
持
ち
も
落
ち
着
か
な

く
な
る
と
い
う
、頭
で
は
わ
か
っ
て
い
る

け
れ
ど
感
情
が
揺
れ
て
し
ま
う
方
が

少
な
か
ら
ず
出
て
き
ま
す
。き
ち
ん
と

長
期
分
散
積
立
投
資
を
理
解
し
て
、一

時
的
な
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に

一歩
一歩
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、資
産
形
成
を
加
速
さ
せ
る
た

め
に
は
、一
時
金
の
投
入
も
非
常
に
有

効
で
す
。た
だ
し
、こ
れ
か
ら
投
資
を

始
め
ら
れ
る
方
は
、そ
の
一
時
金
の
投

入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
か
ら
、こ

こ
は
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

投
資
は
長
く
や
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

長
く
お
付
き
合
い
で
き
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
味
方
に
し
て
、正
し
い
投
資
を

意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

　

目
の
前
の
お
得
感
、根
拠
の
な
い
お

得
感
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
、ご
自
身

に
合
っ
た
投
資
手
法
で
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
投
資
を
考
え
て
い
る
方
は
、

当
店
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。お
問
い
合

わ
せ
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
23
回

投資の原則は
「長期分散積立投資」

第744号 令和5年3月1日  ［10］



不動産コラム 第55回

　賃貸マンション経営を行う場合、建築後15
年を経過すると急激にキャッシュフロー(CF)
が悪化するため、注意が必要です。CFが悪化
するのは、減価償却費と関係があります。
　これを説明するため、表1のとおり、賃貸マ
ンション経営の実態に即したシミュレーション
をしてみました。
　表1によると、15年目と16年目では、税引前の
CFに変動はないものの、税金計算上の利益
には大きな差が出ています。これは設備が15

年経過し、減価償却できなくなったことが原因
です。また、15年目は利益がマイナスのため課
税対象になりませんが、16年目は利益が出て
いるため課税されます。結果として、16年目は
税金を支払った分だけ手取りが減少してしま
います。この傾向は16年目以降も続き、もし、建
物の老朽化などにより空室が増加しCFがマイ
ナスになっても、税金計算上の利益が黒字で
ある限り課税されます。こうなると、オーナーは
家賃収入だけでは納税できないため、手出し

で納税する必要に迫られます。
　このようなこともあり得るため、
税金上の計算が赤字(納税不要)と
なりやすく、大規模修繕も発生しに
くい建築当初の15年間にお金をた
め、キャッシュフローの悪化や将来
発生する修繕費の負担に備えてお
くことが大切です。

賃貸事業でキャッシュフローが急激に悪化する時期

https://www.nagashimakantei.co.jp/

　

ま
ず
、ご
実
家
の
売

却
を
望
ま
れ
、か
つ
そ

れ
が
可
能
な
ケ
ー
ス
で

は
、売
却
さ
れ
る
前
に

相
続
登
記
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。相
続
登

記
に
は
、戸
籍
や
遺
産

分
割
協
議
書
な
ど
必
要

な
書
類
が
多
い
た
め
、

売
買
に
よ
る
名
義
変
更

の
手
続
き
よ
り
も
時
間

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。特
に
相
続
人
が

遠
方
や
海
外
に
お
住
い

の
場
合
に
は
、書
類
準

備
に
よ
り
時
間
が
か
か

り
ま
す
。ま
た
、ご
実
家

の
登
記
簿
に
古
い
抵
当

権
が
残
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。そ
の
場

合
に
は
、当
時
の
債
権

者
を
調
査
し
、債
権
者

誰も住んでいない
実家の対処方法について
先日、新聞にて、誰も住んでいないご実家を相続したものの、
土地の管理に困っているという記事を拝見しました。今回は、
誰も住んでいないご実家の対処方法についてご説明します。

が
不
明
で
あ
れ
ば
供
託

を
行
う
こ
と
で
、古
い

抵
当
権
を
抹
消
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、売
却
先
が
見

つ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
の

対
処
方
法
に
つ
い
て
で

す
。今
年
１
月
号
の
記

事
で
紹
介
し
ま
し
た
相

続
土
地
国
庫
帰
属
制
度

（
令
和
５
年
４
月
27
日

か
ら
開
始
）を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、土
地
管
理
費

相
当
額
の
負
担
や
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、注

意
が
必
要
で
す
。ま
た
、

他
の
手
段
と
し
て
、相

続
開
始
を
知
っ
た
と
き

か
ら
３
カ
月
以
内
で
あ

れ
ば
、家
庭
裁
判
所
に

相
続
放
棄
の
申
述
を
行

い
、相
続
を
し
な
い
と

い
う
こ
と
も
可
能
で

す
。こ
の
場
合
、他
に
相

続
人
が
い
な
け
れ
ば
裁

判
所
関
係
の
手
続
き
を

行
い
ま
す
が
、全
て
の

手
続
き
が
完
了
す
る
ま

で
１
年
程
度
を
要
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

当
事
務
所
で
は
、ご

依
頼
人
の
方
の
状
況
や

ご
希
望
を
伺
っ
た
上

で
、ど
の
よ
う
な
手
段

が
あ
る
か
を
ご
提
案

し
、さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー

ス
に
お
い
て
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。相
続
さ
れ
た

ご
実
家
で
お
困
り
で
し

た
ら
、ぜ
ひ
一
度
当
事

務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お客様に喜んで
いただくために

司法書士の
仕事

筆者プロフィール
司法書士  團　佳菜（だん  かな）
司法書士法人 大分司法事務所 大分市城崎町2丁目2番21号
TEL.097-532-7055  FAX.097-532-7094  https://osj.oita.jp/
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司法書士法人

大分司法事務所 
TEL.097-532-7055 大分市城崎町2丁目2番21号

相続登記は
お済みですか?
相続・遺言  相談無料 3月10日（金）・11日（土）・22日（水）は

臨時休診いたします

　家を住み替える場合、家の売却や購
入のタイミングでさまざまな税金が課
されます。そこで今回は、少しでも税金
を節約するための特例や控除について
解説します。

　居住用財産を譲渡した場合の「3000
万円の特別控除」は、家を売却したとき
の価格が3000万円まで非課税になる制
度です。「住宅ローン減税」は住宅ロー
ンを利用して家を購入した場合、住宅ロ
ーンの年末残高の最大0.7%が所得税
から差し引かれ還付される仕組みです。

　売却で利用できる特例の一つが、マイ

ホームを売った時の軽減税率の特例で
す。こちらは売却した家の所有期間によ
り、譲渡所得税が控除される制度です。
所有期間が10年を超える場合、所得税と
住民税を合わせた税率は20.315％が通
常ですが、この特例を利用すると税率が
14.21％まで下がります。「3000万円の特
別控除」と併用可能です。さらに住み替
えの場合に利用できる特例として、買い
替えの特例があります。この特例を利用
すると売却益に対する課税を繰り延べ
することが可能になります。繰り延べは、
課税のタイミングを先送りできるという
ことです。つまり、新しく購入する家を将
来売却した時に課税されるということで、
非課税になるわけではありません。

暮らしに合わせて家を変えよう

～ 第11回 ～

大分市新栄町1-31

住み替え
実績多数

住み替えで活用できる
控除と減税

特例や控除を利用して
賢い住み替えを

住み替えに関する
特例や税金控除制度

住み替えは早めに対策することで、
特例や控除を活用できるケース
があります。事前にしっかりと
確認しておきましょう。

住み替えポイント

株式会社ベツダイ
宅地建物取引士・二級建築士
黒土 剛

住み替えで活用できる
２つの特例

※住宅の性能、新築・既存住宅、入居年度により控
除期間は変わります。その他要件は「国土交通省サ
イト」をご確認ください。

　今回は、土地の地目変更登記に
ついてお話します。
　土地の登記情報（登記簿）は、表
題部に所在・地番・地目・地積・原因
及びその日付が記載されています。
その中の、「地目」に変更があった際
に行う登記を「土地地目変更登記」
といいます。
　不動産登記法によって地目は、
田・畑・宅地・学校用地・鉄道用地・塩
田・鉱泉地・池沼・山林・牧場・原野・公
衆用道路・公園・雑種地等の23種に
区分されています。
　地目は、その土地の現況の利用
状況に重点を置き、土地全体として
の状況を観察して、客観的状況を総
合的に判断して行います。
　登記情報でも、建物の種類は「居
宅・店舗」のように併記することがで
きますが、土地の地目については、

併記することができません。
　建物は見た目で１棟2棟と分かり
ます。しかし土地は、道路や水路のよ
うに明確に区切るところができる範
囲まで、接続・連続しているので、ど
の土地が何番の土地であるか分か
らない場合が多く、さらにその一部
に地目を異にする部分があると、よ
り土地を特定することが難しくなりま
す。
　不動産登記は、わたしたちの大切
な財産である土地や建物の情報を
一般公開することにより、取引の安全
と円滑化をはかる
ことを目的として
いるので、その目
的から土地の地
目については、併
記できないことに
なっています。

大分市中春日町4-25 GIJビル2階 TEL.097-574-4759
株式会社ジャイロおおいた・土地家屋調査士法人きざし

三宮 浩輝

土地家屋調査士・
二級建築士・測量士

「土地地目変更登記」とは

開 発 許 可 地 盤 調 査測  量不動産登記

のよろず相談室 第28回土地
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新診療所午後2:00～   6:00
午前9:00～12:30

大分市下郡南1-3-7
駐車場完備 https://www.ando-shonika.com
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こ
の
春
、新
た
な
住
ま
い

で
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
皆
さ
ん
、も
う
物
件
は
お

決
ま
り
で
し
ょ
う
か
？ 

ベツ

ダ
イ
の
賃
貸
で
は
、３
月
31

日（
金
）ま
で「
選
べ
る
春
の

２
大
キ
ャンペ
ー
ン
」を
開
催
。

新
生
活
を
お
得
に
ス
タ
ー
ト

で
き
る
、特
典
付
き
物
件

を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
物
件
探
し
を
始
め

る
方
は
、ぜ
ひ
チ
ェッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
ち
ら
も
、期
間
中
に
対

象
物
件
を
ご
契
約
い
た
だ
い

た
方
が
対
象
で
す
。ベ
ツ
ダ

イ
の
賃
貸
で
は
、繁
忙
期
に

備
え
て
魅
力
的
な
物
件
を

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。ぜ

ひ
、み
な
さ
ま
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
洒
落
で
ハ
イ
セ
ン
ス
な

暮
ら
し
を
応
援

　
ベ
ツ
ダ
イ
の
賃
貸
で
は
、

憧
れ
の
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
や
ゆ
っ

た
り
スペ
ー
ス
の
リ
ビ
ン
グ
ダ

イ
ニン
グ
、ク
ッ
キ
ン
グ
が
楽

し
く
な
る
対
面
キ
ッ
チ
ン
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
家
具
と

の
相
性
が
良
い
リ
ビ
ン
グ
な

ど
、ハ
イ
セ
ン
ス
な
暮
ら
し
が

叶
う
ト
レン
ド
物
件
を
多
数

ご
用
意
。さ
ら
に
、自
分
ら

し
い
部
屋
づ
く
り
の一
歩
と

し
て
、30
種
類
以
上
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
か
ら
お
好
み
の
壁

紙
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
物

件
も
あ
り
ま
す
。

気
に
な
る
お
部
屋
は

早
め
に
チ
ェッ
ク
を
！

　

何
か
と
物
入
り
な
新
生

活
に
う
れ
し
い「
選
べ
る
春

の
２
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。３

月
は
部
屋
を
探
す
方
が
多

い
時
期
。人
気
物
件
か
ら
決

ま
って
い
く
の
で
、早
め
の
物

件
探
し
が
お
す
す
め
で
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細
や
対

象
物
件
に
つ
い
て
は
、ベツ
ダ

イ
の
賃
貸
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

新生活のスタートにうれしい
春の2大キャンペーン実施中！

3月のトレンド

賃
貸
物
件
の

ト
レ
ン
ド
を

お
届
け
し
ま
す
。

ベツダイの賃貸
ベツダイの賃貸 検 索0120-300-118

Lifeパートナー長浜店大分市長浜町3丁目16-3
Lifeパートナー東大分店 大分市大字猪野723番1

ALL for your LIFE

OPEN／9：00～18：00
（水曜定休日）

ベツダイのゼロからはじめる「理想のお部屋づくり」
賃貸オー

ナーに選ば
れる！入居者に

選ばれる
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
１

敷
金・礼
金・仲
介
手
数
料・

前
家
賃
が
無
料
!!

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２

最
大
６
カ
月
ま
で

賃
料
が
半
額
に
!!

弁護士 平松 まゆき
大分市府内町1-6-36 T.S APARTMENT 3階

借りた部屋を退去する際に
請求される費用について

TEL.097-535-7686

デイリースポーツでも
コラム連載中

【第15回】

　みなさんは、借りた部屋を出ていく
際、高額なクリーニング代を請求され
た、敷金が返ってくると期待していたら
クリーニング代に充てられ全然戻らな
かった、という経験がありませんか。賃
貸借契約において、頻繁にトラブルに
なるのは退去時のクリーニング問題
です。そろそろ引っ越しシーズンを迎え
ますので、今回は退去時の費用負担の
問題について解説したいと思います。
　貸主と借主がどのように費用を分
担するかについては、国土交通省の
ガイドラインにまとめられています。
それによると、年数の経過によって当
然に生じる変化（経年変化）、および自
然に生じる損耗（通常損耗）について
は、貸主が費用負担すべきものと解
されています。たとえば、日照などによ
る畳やクロスの変色、床やカーペット
上の家具の重さによるへこみ、電化
製品の裏の壁の電気ヤケなどです。

これらは、人が住んでいれば自然か
つ当然に生じる変化や損耗です。し
たがってこれらを取り換えるためにク
リーニング代を請求する（敷金から差
し引く）のは不適切です。
　しかし、「特約」と称して「退去時に
必要な費用は借主が負担する」とい
う条項が、さらっと契約書に盛り込ま
れているケースもあります。この問題
に関して最高裁は、本来、貸主が負担
すべき範囲を借主へ転嫁するための
特約をするのであれば、借主が負担
する範囲を具体的に契約書に明記し
ておくなどして、借主から明確な合意
を得る必要があると判示しました。
　重要なのは、契約時に退去費用に
どのくらい必要か、シミュレーションを
求めるなどして、分からないことはし
っかり尋ねておくことです。お困りの
際はお気軽にご相談く
ださい。

　子ども第一
に生きてきた
父を見送って
13年が経った。
残された今年
97歳になる母の、いまだ何
か子どもの力になろうとす
る姿に、ようやく親への感謝
がわかるようになった自分
の生き方を、息子家族を通
しながら振り返り、家族とは
何かを記録に残したいとつ
づり続けている。人それぞ
れの生き方が、幸せで希望
に満ち溢れるように、サ
ポートできればと活動して
いる。
　お気軽にお電話（電話
080-3990-0369）ください。

文 / 絵 大澤 まゆみ

本当の自分
孫誕生から始まったばあばへの道

さらに究める『母道』 連載
第55回
　

心
理
学
を
学
ん
で
か
ら
は
、

私
の
今
ま
で
の
観
念
（
見
方
や

考
え
方
）
が
ひ
っ
く
り
返
る
こ
と

の
連
続
で
し
た
。
何
し
ろ
、
子

ど
も
を
一人
前
に
育
て
る
た
め
に

は
、「
い
い
大
学
に
や
る
こ
と
」

だ
け
を
考
え
て
、
働
い
て
働
い
て

お
金
を
貯
め
る
こ
と
が
私
の
目

的
で
、
そ
れ
が
子
ど
も
の
た
め
、

親
の
安
心
の
た
め
と
確
信
し
て

い
ま
し
た
か
ら
。

　

し
か
し
、
息
子
た
ち
が
思
春

期
を
迎
え
、
大
き
く
私
の
予
定

を
覆
し
、
私
の
理
解
の
で
き
な

観
念
が
変
わ
る
と
い
世
界
に
入
っ
て
い
っ
た
結
果
、

私
が
選
ん
だ
道
も
、
今
ま
で
の

自
分
に
は
ま
っ
た
く
理
解
の
で

き
な
い
と
こ
ろ
へ
と
入
って
い
っ
た

わ
け
で
す
。

　

ま
ず
、
ま
と
も
に
働
か
な
い
。

毎
日
、
心
理
学
仲
間
と
つ
る
ん

で
打
ち
合
わ
せ
。
挙
句
の
果
て

に
は
、
今
ま
で
行
っ
た
こ
と
の
な

い
海
外
に
１
カ
月
近
く
も
行
く
。

毎
月
、
東
京
や
長
崎
に
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
行

く
。
親
か
ら
「
お
金
を
ど
ぶ
に

捨
て
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
学

費
に
貯
め
た
お
金
は
、
私
が
心

理
学
の
学
び
に
使
い
、
爪
に
火
を

と
も
す
よ
う
な
思
い
で
10
年
間
貯

め
て
き
た
お
金
を
、
あ
っ
と
い
う

間
に
使
い
果
た
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

家
と
仕
事
場
と
納
品
先
と
実

家
、
息
子
の
学
校
関
係
、
そ
れ
だ

け
し
か
な
か
っ
た
私
の
世
界
が
、

県
外
か
ら
国
外
へ
と
広
が
って
い
き

ま
し
た
。
知
ら
な
か
っ
た
世
界
が

ど
ん
ど
ん
広
が
って
い
き
ま
し
た
。

人
生
に
は
転
機
が
あ

り
、見
方
や
考
え
方
を

変
え
る
時
が
や
っ
て

く
る
。そ
の
結
果
、人

生
の
か
じ
を
大
き
く

切
る
こ
と
が
あ
る

一言メッセージ
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